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一般社団法人国際高速鉄道協会 
一般財団法人運輸総合研究所 

 

国際高速鉄道協会と運輸総合研究所が 
連携・協力に関する覚書を締結 

 

～諸外国における高速鉄道などの交通運輸・観光に関する情報等の共有 
及び諸外国に対する啓発活動等の推進について連携・協力します～ 

 
 
 
 
 
  
 
 
一般社団法人国際高速鉄道協会（以下「国際高速鉄道協会」という。）は、東海道新幹線開

業50周年を機に2014年に設立されて以来、国際的な公共財である「新幹線システム」に関
する情報や知見、経験の共有を通じて、安全かつ効率的な高速鉄道の世界的な発展に寄与する
ことを目的として活動しています。 
 
一方、一般財団法人運輸総合研究所（以下「運輸総合研究所」という。）は、研究所本部と

ワシントン国際問題研究所（米国）及びアセアン・インド地域事務所（タイ王国）が連携し、
交通運輸・観光に関する情報や知見、経験の共有を通じて、日本と諸外国の交通運輸・観光分
野の発展及び相互理解の増進に寄与することを目的として活動しています。 
 
今般、日本及び諸外国における高速鉄道などの交通運輸・観光の発展、諸外国との連携の強

化に資するため、諸外国におけるニーズを含め交通運輸・観光に関し収集した情報や知見、経
験などの共有並びに諸外国に対する情報提供、啓発活動等の推進を目的として、本年12月18
日に国際高速鉄道協会と運輸総合研究所は連携・協力に関する覚書を締結しました。 
 

 

 

 

 

 

【お問い合わせ】 
一般社団法人国際高速鉄道協会 

 仲村 TEL 03-6863-2372 
一般財団法人運輸総合研究所 

    山腰 TEL 03-5470-8400 

報道発表資料 

一般社団法人国際高速鉄道協会及び一般財団法人運輸総合研究所は、相互の協力を
推進し、相互の情報、人材等を活かして総合力を発揮することにより、日本及び諸外
国における高速鉄道などの交通運輸・観光の発展、諸外国との連携の強化に資するた
め、諸外国におけるニーズを含め交通運輸・観光に関し収集した情報や知見、経験な
どの共有並びに諸外国に対する情報提供、啓発活動等の推進を目的として、連携・協
力することを確認し、覚書を締結しました。 



  

 

■国際高速鉄道協会と運輸総合研究所の覚書締結式 
 
締結日：2025年 12月 18日（木） 
場 所：運輸総合研究所 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
覚書締結式の様子 

 
写真左から、山腰俊博 運輸総合研究所主席研究員・国際部長、 

宿利正史 国際高速鉄道協会理事長・運輸総合研究所会長、仲村亜希子 国際高速鉄道協会事務局長 
 

 


